
●全国定期借地借家協会動向！ 

９月８日東京で、理事会・講習会を開催しました。講習会は大変盛況

で懇親会も有意義な時間になりました。懐かしい定借関係者にも参

加頂き、当協会への申込や検討席が多数ありました。１１月２６日に

はオンライン総会（令和９年度）開催予定です。 

 

     （大木講師） 

         

               （吉松講師） 



●徳島定借協会動向！ 

地元での自治体等の空き家・空地の利活用事業等の推進に理事等で

定期的な情報交換しながら進めて頂きたい！ 

●九州定借機構動向！ 

９月２５日実務セミナーが開催されました。次回は 12 月 18 日に理事会、セミ

ナーは「信託を活用した新たなビジネス手法」です！ 

       

 



●沖縄定借機構動向 

１１月１８日に定借アドバイザー講座開催予定です。 

 

 



●全国定借協会関西支部動向 

令和９年度講習会開催等へ、スケジュール調整しています。 

空き家問題、老朽化マンション建替え問題等へ情報収集等推進し

ています。 

 

●全国定借協会福井支部動向 

小浜市内での空き家再生ビジネス進行中です。 

早期実現に期待したい。 

 

 

●全国定借協会中国支部動向 

７月協会会員参加頂いた方が関西支部講習会にも参加を頂きました。 

引き続き地域での活動に期待します。 

 

●全国各地での協会支部創設進行中です！ 

 

四国、関東、東北等各地での推進へ 



●全国定借協会東海支部動向 

１０月２２日座談会開催予定です。沢山のご参加を期待します！ 
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